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土方幹夫教授主要経歴・著作目録
生 年 月 日 １９４２年９月１８日
略 歴
１９６６年３月 東京教育大学体育学部卒業
１９６６年４月 東京都町田市立町田第二中学校
１９６８年４月 東京都立高校教諭
東京商船大学，埼玉大学，横浜国立大学，都立工科短期大学，
桐朋音楽大学講師を経て
１９７８年４月 新潟大学教育学部講師
１９８０年４月 同大学教授
１９８０年４月 筑波大学研究員
１９８１年４月 長野県信濃町野外教育センター設立
１９８８年４月 神戸商船大学教授
１９９０年４月 駿河台大学経済学部教授
１９９０年４月 新潟県中蒲原郡村松町「自然遊学舎」設立
１９９６年～９７年 ニュージーランドG-smith野外教育センター研究員
１９９８年～９９年 鹿屋体育大学客員教授
２０１３年３月 駿河台大学退職
著 作
 著書
ファミリースポーツガイド・水泳 子どもと水遊び（単著），大修館，１９７８―１０
体育スポーツ事故責任と安全対策質疑応答集（共著），ぎょうせい，１９８０―９
体育教材研究・小学校の水泳（単著），学校体育，１９８０―１
子どもと水遊び 日本学校体育研究連合会編（分担），ぎょうせい，１９８１―９
小学校の水泳資料集（単著），泰流社，１９８２―９
水辺野外活動 野外運動研究会編 カヌー（分担），ベースボールマガジン，
駿河台経済論集 第２２巻第２号（２０１３）
２３８
１９８４―７
技能のポイント 水泳技術の分析と教授法（単著），学校体育第３７巻，１９８４―７
小学校の水泳 初歩的なスタートとクロール（単著），学校体育第３７巻，
１９８４―１０
スキー教材をいかに活用するか（単著），女子体育第２７巻，１９８５―１
泳げる楽しさを味合わせる指導言葉のあり方（単著），学校体育第３９巻４号，
１９８６―３
学校体育のミニマムエッセンシャル・エレメント（共著），学校体育第４１巻
第１４号，１９８６―１１
学習の適時性に合った水泳運動の内容（単著），学校体育第４１巻第５号，
１９８８―６
野外活動テキスト 日本野外教育研究会 カヌー（分担），杏林書院，１９９０―５
自然活動 カヌー・カヌーツーリング（分担），ケイオーエム社，１９９０―７
図説高校スポーツ 水泳（１～５改訂版）（単著），大修館書店，１９９２―４
野外ゲーム「自然に遊び感性を高めよう」（単著），女子体育，１９９２―８
寒冷地における公園の活用（単著），公園緑地Vol５８，１９９８―５
みずあそびのニューコンセプト（監修・共著），大修館書店，２００２―５
中学校保健体育科の授業モデル（分担），明治図書，２００３―１２
 学術論文
地域性を活かしたコミニュティースポーツの検討（単著），新潟体育学研
究第３巻，１９８４―１０
ハンググライダー教授学習過程における心拍応答事例研究，新潟体育学研究
第５巻，１９８５―１１
冬季野外教育活動実施上の諸問題（共著），野外運動研究，第１巻，１９８７―１０
高等専修学校教育におけるウインタースポーツの現状とその将来的展望（共
著），日本雪工学会論文集，１９８９―１１
冬季キャンプの居住環境と生態変化（共著），日本雪工学会論文集，１９８９―１１
水泳スタートの水底衝突における衝撃力（共著），鳴門教育大学研究紀要，
１９９２―３
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２３９
 研究ノート 報告書
水泳研究紀要資料集，水泳研究会，１９７７―３
教員養成大学における水泳授業の検討「グライディングディスタントとボ
ディーポジション」，新潟県体育学会，１９８１―１１
小学生雪上キャンプの実践的研究 安全管理，日本体育学会第２６回大会，
１９８６―９
野外教育と文化，博物学会学芸員研修会，１９８８―９
沿海州スポーツ委員会ウラジオストーク／ナホトカ，日本海カヌー国際親善
航海，駿河台大学叢書，１９９１―７
教育手段としてのカヌープログラムの可能性（共著），駿河台大学論叢第２５
号，２００２―１１
学校教育における水辺活動の取り扱い調査，日本マリンスポーツ普及振興教
育財団，２００３―４
アクアスポーツにおける指導者の自然意識，水泳指導法研究会，２００３―７
水泳指導における水質管理 自然環境，YMCA早稲田ホール，２００３―１０
水遊びの取り扱いと安全管理・対策，日本水泳連盟地域指導者研修講習会，
２００３―１１
河川活用報告書「阿賀野川水系活用に関する報告書」，国土交通省河川工事
事務所，２００４―３
野外教育活動による地域活性化プログラムの導入，新潟県小出町，２００４―４
「海が育む子どもたちの活きる力」，マリンスポーツ普及教育振興財団，幕
張国際会議場，２００５―２
ダイナミックスポーツ・レクリエーションのすすめ，新潟県南魚沼市，
２００５―５
入間川での障害者カヌーによる交流報告書，駿河台大学１９年度プロジェクト，
２００７―３
教材としてのカヌープログラム，駿河台大学経済論集，第１８巻第２号，
２００９―３
伊藤・土方 駿河台キャンパス内におけるビオトープの創生とヘイケボタル
導入，経済研究所報第大４号，２０１０―３
野外活動における温暖化減少傾向について，経済論集第２２巻２号，２０１２―３
駿河台経済論集 第２２巻第２号（２０１３）
２４０
冬季野外教育活動の事故発生状況と安全管理について，駿河台大学論叢第４５
巻１号，２０１２―３
委員会活動
NPO法人新潟水辺の会理事
財団法人日本海洋スポーツ普及振興教育財団 評議員 ～２００７年３月
NPO法人海の駅まち創り委員会委員長 ～２０１０年３月
NPO法人野外教育研修センター「魚沼伝習館」理事長 ～２００７年３月
財団法人日本安全カヌー協会（JASCA）顧問
日本CMAS・JCI潜水指導者連盟委員
日本子ども冒険クラブ主宰
野外教育センター黒姫 代表
いるま川筋文化ネットワーク代表 ～２００１１年３月
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